
 

各学年共通した課題 文章全体の構成を正しく捉え、要旨を把握する力 

学年 設問 設問のねらいと問題の概要 正答率(%) 

４ 大問 4の２ ⑭ 

〇 段落相互の関係に着目しながら、文章の構造や内容を 

把握
は あ く

する力 
52．5 

５ 大問 4の２ ⑭ 〇 文章全体の構成を捉えて要旨を把握
は あ く

する力 12．6 

６ 大問 4の 4 ⑯ 
〇 事実と意見などの関係を叙述を基に押さえ、要旨を把握

は あ く

 

する力 
５9．９ 

【復習のポイント】 ～小学校第４・５・６学年の皆さんへ～ 

各学年とも、次のような点が課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校国語 第４・５・６学年

 〇 語句と語句、文と文がどのような関係なのかを読み取ること。 

〇 各段落
だんらく

が、どのような役割や内容（事実、意見など）を表しているのかを読み取ること。 

〇 筆者が言いたいことは、どのようなことか、それは、どこに書かれているのかを読み取ること。 

〇 文章中の言葉や自分の言葉で、筆者の言いたいことを簡潔
かんけつ

に書くこと。 

新しく放送委員になった５年生は、放送機材の使い方が分からなくて、不安そうにしてい
たので、ぼくは、いろいろなことを教えてあげたいと思った。 
 

① 「だから」を使って二つの文に分けましょう。 

② 次は、読書のことについて書かれた新聞の【コラム】（筆者自身の思いや考えなどを述べた
短い記事）です。この【コラム】は、全体の内容が１から５までのまとまりに分かれています。
これをよく読んで、あとの問いに答えましょう。 

問 筆者は、「子ども読書の日」について、
自分の読書体験を交えながら書いていま
す。その体験が書かれているまとまりを、
【コラム】の中の１から５までの中から
二つ選んで、その番号を書きましょう。 

『小学生のための言葉の確認ノート』より 

【チャレンジ問題】これらのことが、できるようになるための力を、次の問題で試してみよう。 

『令和 7年度第 2回アセスメント問題』より 

【チャレンジ問題】の答え 
① 新しく放送委員になった５年生は、放送機材の使い方が分からなくて不安そうにしていた。だから、ぼく
は、いろいろなことを教えてあげたいと思った。 

    ※ 主語と述語
じゅつご

との関係や、文と文の関係に気付くことは、正確な読み取りの基礎となります。 
② ２、４ 
    ※ 段落の内容を理解し、事実と意見に分けて読み取ることは、要旨を捉える基礎となります。 


